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暖流発行にあたり
公益社団法人岡山青年会議所の広報誌「暖流」をご覧いただき、

誠にありがとうございます。

2026年度、我々岡山青年会議所は大きな歴史の分岐点に立って

います。本年度、私たちは16年という長い月日を経て、再びこの地

で「岡山ブロック大会」を主幹として開催いたします。16年前に

先輩諸兄が灯した情熱の火を絶やすことなく、今、現役メンバーが

そのバトンを正しく受け継ぎ、さらに大きな光として地域へ解き放つ

使命を担っています。

この歴史的な一年を突き動かすエンジンこそが、今年度のスロー

ガン「行動連環」です。一人ひとりの覚悟をもった「行動」を単発の

点に終わらせず、市民、行政、そして県内全ての青年会議所の仲

間との強固な「連環」を生み出す。その連鎖がつながったとき、閉

塞感を打ち破り、次世代に誇れる「明るい豊かな岡山」を創る原

動力を得られると確信しています。

その手応えは、すでに各地で形となり始めています。4月に池田

動物園で開催した「花とZOOフェスティバル」では、地域コミュ

ニティの温かさを再確認しました。そして今月、岡山理科大学を

舞台とする「キッズダイナソーパーク」では、次世代の好奇心を

刺激する新たな連鎖を生み出します。

これらの事業は点ではなく、地域を温める大きな「暖流」として

ブ ロック大会へとつながっています。本誌がメンバーと地域、

そして未来をつなぐ懸け橋となるよう、現役会員一丸となって

邁進してまいります。

公益社団法人岡山青年会議所 
２０２6年度 第76代理事長
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「なぜ？」を
掘り下げる力が
未来を変える

大北  大士郎
岡山青年会議所 第76代理事長

▶今年度、岡山理科大学と岡山青年会議所の共同事業として「キッズ

ダイナソーパーク」が開催されます。この事業を通じて、子供たちに最も

伝えたいことは何でしょうか。

平野 まず伝えたいのは、恐竜そのものへの知識もさることながら、「自分は

何に興味があるのか」という自分自身の内なる問いを探してほしいというこ

とです。世の中には恐竜以外にも面白いことが溢れています。それを探す

「探究の心」と、見つけた興味を深く掘り下げる「学習のプロセス」を、子供

のうちから身につけてほしい。これは理系・文系を問わず、将来、ビジネスや

マネジメントの世界へ進む際にも、必ず大きな武器になりますから。

大北 学長のおっしゃる「自分で探す力」は、まさに私たちが今回最も重視し

ているポイントです。最近は、週末のイベントに行けば「楽しませてくれるもの」

が用意されている、いわばお客様の状態になりがちです。しかし私たちは、

自ら考え、仲間と行動することで未来を切り拓く力を養っていただきたい。

「何が課題なんだろう？」と自発的に考える主体性を育むために、あえて過去

平野  博之
学校法人加計学園 岡山理科大学 学長

岡山理科大学×岡山青年会議所が
描く教育の連鎖



1987年生まれ。2010年阪南大学卒業。2016年に株式会社オオキタ・コーポレーション入
社後、2020年同社専務取締役に就任。公益社団法人岡山青年会議所には2018年に入会し、
2023年に地域連携強化委員会理事委員長、2024年に総務室常任理事、2025年ひとづ
くり室副理事長、中国地区岡山ブロック協議会副会長を歴任。本年、第76代 理事長に就任。

大 北  大 士 郎
D a i s h i r o u  O h k i t a

1965年5月生まれ。1988年、同志社大学工学部卒業後、1994年に九州大学大学院にて
博士後期課程を修了。1996年岡山理科大学工学部講師、2009年に岡山理科大学工学
部教授となり現在に至る。また、工学部教授と並行し2018年に岡山理科大学副学長に
就任、2022年より岡山理科大学学長となり現在に至る。

平 野  博 之
H i r o y u k i  H i r a n o
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「変わらないこと」を恐れ、「挑戦」を愛すること。

岡山理科大学の知見と岡山青年会議所のネットワークで育む
ローカルアイデンティティ

から現在、そして未来へと通じる学びがある「恐竜」というテーマを選び、岡山

理科大学様にお力添えをお願いした次第です。

▶2022年には、「宇宙」をテーマとした『わくわく！宇宙体験！キッズスペー

スパーク』を実施しました。本年度の「恐竜」と合わせ、いずれも子供たちに

夢を与えるテーマです。これらの事業が将来、岡山にどのような影響を与え

てほしいとお考えですか。

平野 恐竜は「太古の昔」、宇宙は「未来（あるいは果てしない遠方）」という、

相対する時間軸を持っていますが、共通しているのは「未知へのロマン」です。

まだ分かっていないことを知りたいという純粋な欲求は、サイエンスの原動力

そのものです。そしてもう一つ、私が大切にしたいのは「郷土への愛着」です。

岡山には、理化学研究所の設立に尽力した仁科芳雄博士という偉大な科学者

がおられます。こうした先人がいた土壌で育ち、青年会議所の活動を通じて

サイエンスに触れることで、「岡山は誇れる場所だ」というローカルアイデン

ティティを感じてほしいのです。「ここにとどまりたい」と思えるような誇りを、こう

した事業を通じて育てていければ、長期的には大きな意味をもつはずです。

大北 「岡山を誇りに思う」という点は非常に重要ですね。学長が以前メッ

セージで「選ばれる大学にならなければならない」と書かれていたのを拝見

し、それは我々青年会議所も同じだと強く感じました。人口減少などの外的

要因のせいにするのではなく、自分たちの質をまず高める。今回の事業に

参加した子供たちが、自分の可能性は無限に広がっていると感じ、将来、

自ら課題を見つけて解決に向けて行動できる「岡山を支える人材」になって

くれれば、これほど嬉しいことはありません。

▶地域の将来を担う子供たちを守るために、見守る立場の私たちは今、

何をすべきでしょうか。

平野 まずは子供たちに岡山を好きになってもらうことです。グローバル化が

進む現代だからこそ、自分のルーツである岡山の歴史、文化、伝統を語

れるようになる必要があります。海外の方に「岡山ってどんなところ？」と聞

かれて答えられないようでは、本当の意味での国際人にはなれません。

「自分はこういうアイデンティティを持っている」と胸を張って言えるような

マインドを育む教育と、先ほど申し上げた「課題を見つけ、掘り下げる力」を

合わせて教えていくことが、我々大人の責務ではないでしょうか。

大北 まさにそのとおりですね。郷土愛を醸成するための「場」や「機会」を

創出することこそが、岡山青年会議所に与えられた使命だと思っています。

一人でも多くの子供たちが、自分たちのまちに関心を持てるような運動を、こ

れからも展開していかなければなりません。

▶人口減少社会において、大学と地域団体の連携は不可欠です。今後、

どのような取り組みを目指されますか。

平野 大学がもつ教育・研究のシーズを、青年会議所のような地域に根ざし

たネットワークにうまく活用していただくことが第一歩です。我々だけでは

リーチできない層へも、連携することでサイエンスの楽しさを届けることができ

ます。本学でも科学ボランティアなどを通じて地域に出て行っていますが、も

っと広く、もっと深く、一緒に「問いかけ」を続けていきたいですね。

大北 青年会議所は単年度制であり、本来は課題が解決されればその事業

の役割は終わります。しかし、せっかく岡山理科大学様と構築したこの流れを、

我々だけのものにしておくのはもったいない。この連携から生まれたつなが

りを、企業や他の団体へと引き継ぎ、地域全体で大きく育てていく。そうした

「第三者を巻き込んだ行動」の環を連ね続けることが、持続可能な地域

づくりにつながると考えています。

▶岡山青年会議所のスローガン「行動連環」と、加計学園の「挑戦と改革」

には通じるものがあります。教育現場や活動の中で、「失敗を恐れさせな

い工夫」はありますか。

平野 私は、「変わらないこと」を選択することこそが最も恐れるべきことだと

考えています。自分の殻を破って成長するためには、変化を恐れてはいけま

せん。大学としては、例えば「グローバルチャレンジ」のように、学生が海外

へ武者修行に行くための資金的なサポート制度を設けています。社会に出

る前に、井の中の蛙であることを知り、早めに失敗して早めに修正する。そう

した「気づき」の機会を制度としてデザインすることが、大学なりの工夫と

いえるかもしれません。

大北 私は、挑戦の結果だけでなく過程を評価することを大切にしています。

失敗を責めるのではなく、「なぜそうなったのか」を一緒に振り返り、次に

活かせるようサポートしています。また、挑戦したことや工夫を認めることで、

「失敗しても大丈夫」と思える環境を作っていきたいですね。

特別対談



同日開催
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岡山ブロック大会式典岡山ブロック大会式典

【2010年6月13日開催】

誰かのために。自分のために。岡山のために。

【第62回】

2010年6月13日、岸本浩二理事長のもと、
岡山青年会議所が主幹を務めたブロック大会。

あれから16年―。
岡山青年会議所が、再び主幹としてこの大会を担います。

岡山県内で活動する青年会議所メンバーが一堂に会し、
地域の未来について考え、想いを共有する大会です。

第 62 回岡山ブロック大会式典

受け継がれてきた想いを、次の世代へ

岡山の未来のために、今できることを。

開催日

13:00~13:00~
本式典は関係者および

事前にご案内をさせていただいた方を
対象としております。

どなたでも参加可能

主催 ： 公益社団法人日本青年会議所 中国地区 岡山ブロック協議会 FCP推進委員会
後援 ： 岡山県 ／ 岡山県社会福祉協議会
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岡
山
市
民
の
思
い
出
が
刻
ま
れ
た「
池
田
動
物
園
」。こ
の

歴
史
あ
る
場
所
で
、岡
山
青
年
会
議
所
が
毎
年
開
催
し
て

い
る『
花
と
Z
O
O
フ
ェ
ス
ティ
バル
』は
、私
た
ち
と
地
域
を

つ
な
ぐ
大
切
な
懸
け
橋
で
す
。例
年
通
り
、今
年
も
こ
の

特
別
な
場
所
を
舞
台
に
、花
が
も
つ「
癒
や
し
」と「
活
力
」を

市
民
の
皆
様
へ
届
け
る
べ
く
、情
熱
を
持
っ
て
事
業
を
展
開
い

た
し
ま
し
た
。今
年
度
、私
た
ち
が
掲
げ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
行
動
連
環
」で
す
。一
人
の
確
か
な
一
歩
が
周
囲
を
動
か

し
、次
な
る
行
動
を
呼
び
起
こ
す
。そ
の
連
鎖
こ
そ
が
、地
域

を
よ
り
良
く
変
え
て
い
く
原
動
力
に
な
る
と
信
じ
、当
日

ま
で
準
備
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。当
日
は
、色
鮮
や
か

な
花
々
が
園
内
を
彩
る
中
、動
物
た
ち
の
命
の
鼓
動
を
感
じ

な
が
ら
、多
世
代
が
交
流
す
る
豊
か
な
時
間
が
流
れ
ま
し
た
。

会
場
に
展
示
さ
れ
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
ト
の
前
で
足
を
止
め
、

語
り
合
う
家
族
連
れ
。動
物
た
ち
の
生
態
と
植
物
の
調
和
に

感
嘆
す
る
声
。私
た
ち
が
起
こ
し
た「
開
催
」と
い
う
行
動

が
、来
場
者
の「
笑
顔
」や「
対
話
」へ
と
連
鎖
し
て
い
く
様
子

は
、ま
さ
に「
行
動
連
環
」の
目
指
す
姿
そ
の
も
の
で
し
た
。

池
田
動
物
園
と
い
う
岡
山
の
大
切
な
資
産
を
守
り
、活
か
す

こ
と
。そ
れ
は
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
成
し
得
ま
せ
ん
。

毎
年
、真
摯
に
こ
の
場
所
と
向
き
合
い
、時
代
に
合
わ
せ
た

彩
り
を
添
え
続
け
る
こ
と
で
、よ
う
や
く
地
域
の
未
来
へ

と
続
く「
連
環
」は
形
作
ら
れ
ま
す
。本
事
業
を
通
じ
て
生

ま
れ
た
多
く
の
つ
な
が
り
は
、イ
ベ
ン
ト
終
了
後
も
、そ
れ

ぞ
れ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
の
中
で
確
か
な
希
望
と
し
て
広
が
り

続
け
て
い
く
は
ず
で
す
。最
後
に
な
り
ま
す
が
、会
場
を

提
供
し
、多
大
な
る
ご
理
解
を
賜
り
ま
し
た
池
田
動
物
園

の
皆
様
、な
ら
び
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
全
て
の
関
係
団
体

の
皆
様
に
、深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

岡
山
青
年
会
議
所
は
、こ
れ
か
ら
も「
行
動
連
環
」の
起
点
と

し
て
、一
人
ひ
と
り
の
情
熱
を
ま
ち
の
力
へ
と
変
え
て
い
く

運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。来
年
、さ
ら
に
磨
き
上
げ
ら

れ
た
彩
り
と
と
も
に
、再
び
こ
の
池
田
動
物
園
で
皆
様
と
お

会
い
で
き
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

CTIVITY
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2 0 2 6活動報告
動物たちと花フェス2026
April.

～in 池田動物園～

新年賀詞交歓会
January.

岡
山
青
年
会
議
所
は
、2
0
2
6
年
度
の

幕
開
け
を
告
げ
る「
特
別
会
員
・
現
役
会
員

合
同
新
年
賀
詞
交
歓
会
」を
盛
大
に
開
催
い

た
し
ま
し
た
。会
場
に
は
、岡
山
県
知
事

代
理
、岡
山
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

ご
来
賓
、そ
し
て
情
熱
溢
れ
る
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
諸
先
輩
方
に
ご
臨
席
を
賜
り
、新
年
度
の

ス
タ
ー
ト
に
相
応
し
い
華
や
か
な
一
夜
と

な
り
ま
し
た
。冒
頭
、第
7
6
代
理
事
長
・

大
北
大
士
郎
よ
り
、覚
悟
に
満
ち
た
力
強
い

新
年
の
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。今
年
度
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た「
行
動
連
環
」に
は
、

「
一
人
の
主
体
的
な
挑
戦
が
波
紋
の
よ
う
に
周

囲
を
巻
き
込
み
、そ
の
連
鎖
が
や
が
て
地
域
社

会
全
体
に
幸
福
な
循
環
を
生
み
出
し
て
い
く
」

と
い
う
確
固
た
る
信
念
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
事
業
を
通
じ
、会
員
一
同
は「
行
動
」す
る

こ
と
の
尊
さ
を
再
確
認
し
、地
域
を
愛
す
る

志
を
一
つ
に
し
ま
し
た
。ま
た
、諸
先
輩
方
と
の

対
話
か
ら
多
く
の
学
び
を
継
承
し
、青
年
会

議
所
運
動
が
築
い
た
歴
史
の
重
み
を
胸
に
刻

み
ま
し
た
。こ
の「
連
環
」を
絶
や
す
こ
と
な
く
、

岡
山
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
、情
熱
を
燃
や

し
て
一
年
間
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

京都会議2026
January.

1
月
22
日
か
ら
25
日
ま
で
の
4
日
間
、

伝
統
と
革
新
が
交
差
す
る
京
都
の
地
に
て

「
2
0
2
6
年
度 

京
都
会
議
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。本
年
度
の
日
本
青
年
会
議
所
が
掲
げ
る

ス
ロ
ー
ガ
ン「
T
R
U
E 

M
I
N
D 

T
R
U
E 

H
O
P
E
」の
も
と
、全
国
か
ら
志
を
同
じ
く

す
る
J
A
Y
C
E
E
が
集
結
し
、真
実
の
心
で

未
来
を
切
り
拓
く
た
め
の
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。岡
山
青
年
会
議
所
か
ら
も
多
く
の

メ
ン
バ
ー
が
参
画
し
、各
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
セ
ミ

ナ
ー
を
通
じ
て
、地
域
社
会
の
課
題
に
対
す
る

「
真
の
解
決
策
」と
、そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る

「
確
か
な
希
望
」に
つ
い
て
深
く
学
び
ま
し
た
。

日
本
青
年
会
議
所
の
運
動
方
針
を
肌
で
感

じ
た
こ
の
期
間
は
、我
々
が
岡
山
で
展
開
す
る

事
業
の
一
つ
ひ
と
つ
に
、こ
れ
ま
で
以
上
に

強
い
信
念
と
情
熱
を
宿
す
た
め
の
極
め
て
貴
重

な
糧
と
な
り
ま
し
た
。京
都
の
地
で
得
た
こ
の

「
T
R
U
E 

M
I
N
D（
真
の
心
）」を
、我
々

の
指
針
と
し
て
日
々
の
活
動
に
落
と
し
込
み
、

「
T
R
U
E  

H
O
P
E
（
真
の
希
望
）」へ
と

昇
華
さ
せ
る
こ
と
で
、岡
山
の
さ
ら
な
る
発
展

と
輝
か
し
い
未
来
の
創
造
に
全
力
で
つ
な
げ
て

ま
い
り
ま
す
。
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新会員紹介

津田運輸株式会社
Q1.
自社の「これだけは他社に負けない！」という強みやこだわりは何ですか？
メーカー様の現場内での梱包やはい作業、フォークリフトでの入出荷作業、
弊社倉庫での保管・入出荷作業、自社や提携運送会社での配送業務など
自社で全ての物流を賄えるのが弊社の強みです。また、温度帯の違う倉庫
を保有しており、常温以外に暑さ・寒さに一年を通して対応できます。
Q2.
仕事のなかで、一番やりがいを感じる瞬間はいつですか？
日本の物流はトラック配送が未だ９割を占めています。日々、故障や事故
トラブルに直接的・間接的に巻き込まれることがありますが、そのような
事態に弊社が、またはお客様が遭遇したとしても荷物をお客さまに届け、そ
のおかげで助かったといわれることがやりがいを感じる時です。

NEW MEMBER津田 康晃
取締役営業部長

▶ 自分の性格を一言で表すと？　根性があるが、頑固。
▶ 人生で大切にしている信念はありますか？　諦めないこと。　
▶ 岡山青年会議所に入会した一番の動機は何ですか？
元々入会しようと思っていましたが、最終的に友人に誘われたことが
きっかけになりました。
▶ 活動を通じて、自分自身どのように成長したいと考えていますか？
様々な業界の方と一緒に活動し、そこから考え方や取り組み方を
学び、また普段挑戦できないことに取り組むことで多くの経験と
知識、友情を育んでいきたいと思います。

株式会社SELECT BASE
Q1.
自社の「これだけは他社に負けない！」という強みやこだわりは何ですか？
商品はもちろんプロサッカー界で培った経験や精神力、スピード感や挑戦と
いった常に上を目指し続ける気持ちを忘れません。当たり前のことを当たり
前にやり続け、人と人、企業と企業をつなぐ架け橋のような存在になります。
Q2.
仕事のなかで、一番やりがいを感じる瞬間はいつですか？
お客様が「会えてよかった」「安心して生活できる」といってくれる時はと
ても嬉しいです。そして出会えた人と人、企業と企業をつなぎ、良い関係
や好循環へとつなげることができた時などにやりがいを感じます。

NEW MEMBER板野 圭竜
代表取締役

▶ 自分の性格を一言で表すと？　何事も楽しむ。
▶ 人生で大切にしている信念はありますか？　選択肢に可能性を！
▶ 岡山青年会議所に入会した一番の動機は何ですか？
尊敬する先輩からのお声掛け。
▶ 活動を通じて、自分自身どのように成長したいと考えていますか？
高い視座をもち、学び続け、結果で証明したいです。

c o m p a n y

c o m p a n y

新会員紹介
2026年度

OKAYAMA JCI

本年度入会した３名の新会員に
仕事でのやりがい、入会の理由など聞きました。

運送業・アウトソーシング事業・倉庫業

Q1.
自社の「これだけは他社に負けない！」という強みやこだわりは何ですか？
髙い技術力で地域のお客様に信頼される、建築板金のプロフェッショナルと
して日々邁進しております。妥協を許さない丁寧な仕上がりで、お客様に感
動される仕事をすることを心掛けております。
Q2.
仕事のなかで、一番やりがいを感じる瞬間はいつですか？
自身の技術力で、建物の形に合わせて金属板を加工し、建物の外壁や屋根
が完成し、お客様に感謝の言葉をかけていただくときは誇りがもてます。

山﨑工業
c o m p a n y

建築板金

保険業

NEW MEMBER山﨑 大貴
山﨑工業 代表

▶ 自分の強みは？　一つの物事に対して深く没頭し、やり遂げる集中力。
▶ 座右の銘は？　自由とは、他者から嫌われることである。
▶ 岡山青年会議所に入会した一番の動機は何ですか？
仕事だけでなく、地域社会においても主体的に関わり、行動できるひと
になりたいと思うようになったためです。
▶ 活動を通じて、自分自身どのように成長したいと考えていますか？
自分自身の視野を拡げるとともに、より良い判断力と行動力を身につ
けていきたいと考えております。

Yoshitatsu Itano

Yasuaki  Tsuda

Daiki  Yamasaki


